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身近な問題から法律相談まで、みなさんの立場にたって、
ともに解決の道をさぐります。お気軽にご連絡ください。

九段南4－7－22 メゾン・ド・シャルー405
3265－2979    
Ｅメール　kimura24@agate.plala.or.jp

日本共産党千代田区議団控室（直通） 5211－4324

区政アンケート

結果報告

区政に力を入れてほしい施策は

医療について困っていること。その実情

くらしの負担、不安に思っていることは

子育て・教育

●千代田図書館にもっと子ども向けの企画・イベント・蔵書をお願いします。

（30代女性）

●子育て中の親として、子供がのびのび遊べる場所が無く、子供の成長に不安を

感じます。（30代男性）

●保育園の不足。働きたいのに預けられないので、今は託児所に預けてますが、

料金が高く負担が大きいです。（30代女性）

区立保育園の増設

遊び場の整備

教育費の負担軽減

図書館の充実

スポーツ施設の増設

学童クラブ待機児の解消

中高生の居場所づくり 複数回答可

その他

●腎臓が悪く毎月注射をしております。一月おきに検査して薬を６種類飲んでます。

一年の合計が８万円かかります。無料にして頂ければ有難いです。（80代女性）

●アレルギーがあり、毎月１万円前後の医療費が必要です。教育・医療・介護は他国

のように無料化することで心身共に健康な国を実現できるように勝手ながら思いま

す。（30代男性）

●医療費の３割負担は年老いた私達にしては大変です。自家営業ですから国民年金で

すので年金だけでは生活出来ません。食べていくには仕事をしなければなりません。

仕事をすれば税金を払い医療費も高くなりますし、年老いると病院へ行く機会も多

くなり困っています。（70代女性）

●いろいろな所（体育館、社教、区宿泊施設）で民営化されているが、良くなってい

るか疑問。もっと区民にとって利用しやすいよう指導すべきでは。(50代男性）

●商売をしているので、毎年決算の度にまとまった額の消費税を支払わなければなら

ない。今後消費税率が上がれば商売が成り立たなくなるので、現在の５％でも苦し

いが、絶対に上げないでもらいたい（20代男性）

●空き建物があればそれを区民が低家賃で住めるようにしてほしい（70代女性）

●進学したくても収入が不安定で我慢しなくてはならない人が無いようにして欲しい。

（60代女性）

●6月に派遣切りにあいました。若い人達で即戦力になるかもしれない人たちを

なぜ雇ってくれないのか分からない。（30代女性）

富士見１－５－３ NTハイム406
3222－7783  
Ｅメール　kazuko4685@yahoo.co.jp 

神田小川町2－4 フィールドクレストビル10階
3291－0232     
Ｅメール　kfukuyama02@yahoo.co.jp
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まちづくり

●スーパーが少なく、買物が不便です。毎日のことだから近くに何店か出来たら

年寄りは助かります。（70代女性）

●緑化推進が、ヒートアイランド対策につながると思う。醜い街づくりはやらな

いで欲しい。（40代男性）

●住宅地に100ｍの高層建築は許せません。（70代男性）

緑化推進

温暖化・ヒートアイランド対策

震災・防災対策

駅などのバリアフリーのまちづくり

公共住宅の建設

景観・高層建築物対策

医療・福祉・介護

●自民党時代の医療・福祉・介護の改悪を一刻も早く改善して欲しい。現場の弱い　

立場の人は大変困っております。（50代　女性）

●障害者自立支援法のため、家族の負担が増えました。（60代女性）

●特別養護老人ホームをとにかく増やして入りやすくして欲しいです。（70代男性）

医療費負担の軽減

後期高齢者医療保険料の軽減

介護保険料・利用料の軽減

特別養護老人ホームなどの建設

在宅介護サービスの充実

新型インフルエンザ対策
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●高額相続税を払えなく住む所もなくなりそうです。生活費も全部税金の支払いで毎日

の生活に苦しんでいます。（50代女性）

●売り上げが去年の3分の2に減ってしまい、従業員の人件費及び社会保険料支払いが非

常に苦しい。（50代男性）

●祖母が要介護の状態ですが、母が一人”老老介護”をしており、心身共に母は疲れ切

っています。(30代女性）

医療・年金・介護

税金

売り上げの減少

雇用

給与の減少
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区政アンケートには300人を超える方から返信がありました。アンケートに寄せられたみなさんの声を

2010年度予算要望書に盛り込み、区へ提出しました。実現を目指し全力を尽くしてまいります。

以下、集計結果をご報告します。
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飯島和子

木村正明

福山和夫

複数回答可

複数回答可

複数回答可



2010年1～2 月

二
〇
一
〇
年
　

く
ら
し
と
平
和
を
前
進
さ
せ
る

一
大
運
動
を
お
こ
す
年
に

昨
年
は
、
自
公
政
権
に
退
場
の
審
判
が
く
だ
っ
た
歴
史
的

な
年
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
、
自
民
党
政
治
に
代
わ
る
新

し
い
政
治
の
中
身
を
ど
う
す
べ
き
か
が
、
正
面
か
ら
問
わ
れ

る
年
に
な
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
一
年
間
は
、「
構
造
改
革
」
で
壊
さ
れ
た
雇
用
と
社

会
保
障
を
た
て
直
す
問
題
や
、
沖
縄
・
普
天
間
基
地
を
め
ぐ

る
平
和
の
問
題
で
、
国
民
の
一
大
運
動
が
求
め
ら
れ
る
年
に

な
り
ま
す
。

区
政
に
お
い
て
も
、
た
と
え
ば
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

問
題
で
は
、
新
政
権
が
廃
止
を
先
送
り
し
た
こ
と
に
よ
り
、

四
月
か
ら
の
保
険
料
値
上
げ
を
抑
え
る
運
動
を
い
っ
そ
う
広

げ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

日
本
共
産
党
区
議
団
は
、
こ
と
し
も
平
和
と
く
ら
し
を
守

る
運
動
の
一
翼
を
に
な
っ
て
全
力
を
つ
く
す
決
意
で
す
。

日
本
共
産
党
千
代
田
区
議
団
　

木
村
　
正
明

飯
島
　
和
子

福
山
　
和
夫

予算要望書を石川雅己区長に提出（左から　飯島和子・木村正明・福山和夫各区議、牛尾耕二郎区議団事務局長。12月22日）



「
生
徒
ひ
と
り
一
人
の
人
生
を

大
切
に
考
え
て
い
く
」
と
し
て

開
校
さ
れ
た
九
段
中
等
教
育
学
校

で
、
九
十
九
名
も
の
生
徒
が
転
出
し

て
い
ま
す
（
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
現

在
）。党

区
議
団
は
こ
の
背
景
に
、
学
校

の
成
績
や
出
席
率
の
他
、
納
入
金
未

納
な
ど
で
生
徒
に
「
転
出
勧
告
」
が

で
き
る
と
い
う
「
進
級
・
卒
業
規
定
」

が
前
期
課
程
（
中
学
）
に
も
あ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
、
一
般
質
問
と
決

算
質
疑
で
こ
の
問
題
を
と
り
あ
げ
、

規
定
の
見
直
し
を
求
め
ま
し
た
。

区
は
「
設
立
趣
旨
に
照
ら
し
て
学

校
側
と
よ
く
話
し
合
っ
て
い
く
」
と

答
弁
し
ま
し
た
。

「
六
年
間
、
学
び
続
け
ら
れ
な
い
の

で
は
一
貫
校
で
は
な
い
」
と
い
う
区

民
の
声
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
子
ど

も
の
心
を
傷
つ

け
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、
六
年

間
の
成
長
を
支

え
ら
れ
る
学
校

に
す
る
た
め
の

環
境
整
備
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

第
四
回
定
例
会
で
日
本
共
産
党
区
議
団
は
、「
区
政
ア
ン
ケ
ー
ト
」
な
ど
に

寄
せ
ら
れ
た
、
区
民
の
声
を
実
ら
せ
る
論
戦
を
行
い
、
建
設
的
提
案
に
力
を
つ

く
し
ま
し
た
。同
時
に
〇
八
年
度
決
算
を
区
民
の
目
線
で
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
。

「
区
政
ア
ン
ケ
ー

ト
」
に
回
答
を
い

た
だ
い
た
中
に
は
、

緊
急
を
要
す
る
も

の
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
た
と
え

ば
、
こ
ん
な
声
で
す
。「
住
居
を
借
り
て
い

ま
す
。
ビ
ル
の
建
て
替
え
で
出
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
高
齢
の
た
め
、
ど

こ
も
貸
し
て
く
れ
ま
せ
ん
」（
七
〇
歳
代
・

女
性
）。

認
可
保
育
所
増

設
、
九
段
中
等
教

育
学
校
の
問
題
に

加
え
て
、
四
月
開

設
予
定
の
富
士
見

こ
ど
も
施
設
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

富
士
見
幼
稚
園
と
飯
田
橋
保
育
園
が
合
体

し
、「
ふ
じ
み
こ
ど
も
園
」
に
な
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
開
設
時
に
は
制
度
だ
け
で

代
表
質
問

木
村
正
明

一
般
質
問

福
山
和
夫

一
般
質
問

飯
島
和
子

区
民
集
会
で
は
、

皇
居
と
周
辺
の
緑

と
水
面
の
景
観
は
、

歴
史
と
文
化
の
象

徴
、
国
民
と
区
民

の
宝
と
強
調
さ
れ

ま
し
た
。
区
民
か
ら
濠
水
の
水
質
改
善
を
求

め
る
発
言
も
あ
り
ま
し
た
。

透
明
度
、
化
学
的
酸
素
要
求
量
・
大
腸
菌

群
数
な
ど
調
査
で
汚
水
状
態
は
明
ら
か
で

す
。
ト
イ
レ
水
と
雨
水
の
合
流
式
下
水
管
か

ら
雨
量
の
多
い
時
、
濠
に
放
流
、
汚
水
の
溜

池
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

都
下
水
道
局
は
、
①
清
水
濠
へ
の
放
流
は
、

雨
水
の
み
と
な
る
よ
う
分
流
式
に
②
千
鳥
ヶ

淵
、
桜
田
濠
へ
の
放
流
は
、
別
ル
ー
ト
に
放

流
し
て
止
め
る
等
改
善
す
る
と
し
て
い
ま

す
。区

に
、
周
辺
ビ
ル
や
再
開
発
の
際
に
分
流

方
式
へ
の
協
力
を
指
導
す
る
。
二
〇
一
五
年

度
整
備
の
目
標
達
成
に
推
進
役
と
な
る
よ
う

求
め
ま
し
た
。

カ
ワ
セ
ミ
な
ど
野
鳥
の
見
ら
れ
る
牛
ヶ
淵

の
改
善
策
も
あ
わ
せ
て
提
案
し
ま
し
た
。

な
く
、
場
所
・
職
員
・
友
だ
ち
が
大
き
く
変

化
し
ま
す
。
い
ず
み
こ
ど
も
園
の
教
訓
を
生

か
し
、
子
ど
も
や
職
員
に
負
担
が
な
い
よ
う

な
準
備
を
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、
児
童
館
は
民
営
化
さ
れ
、
㈱
ポ
ピ

ン
ズ
が
運
営
す
る
「
わ
ん
ぱ
く
広
場
」
と
な

り
ま
す
。
す
で
に
株
式
会
社
が
運
営
し
て
い

る
千
代
田
区
の
あ
る
児
童
館
は
常
勤
職
員
の

半
数
が
勤
続
年
数
一

年
未
満
で
す
。
〇
才

か
ら
十
八
才
ま
で
の

子
育
て
の
地
域
の
核

と
な
る
児
童
館
で
、

職
員
の
定
着
は
大
切
な
要
素
で
す
。
定
着
率

向
上
の
た
め
に
、
年
収
二
〇
〇
万
円
足
ら
ず

の
労
働
条
件
な
ど
を
改
善
す
る
こ
と
に
区
が

取
り
組
む
こ
と
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

こ
の
声
に
正
面
か
ら
応
え
て
こ
そ
、
自
治

体
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
区
長
に
対
し
て

①
民
間
マ
ン
シ
ョ
ン
を
一
定
数
借
り
上
げ
、

住
宅
で
困
っ
て
い
る
区
民
に
低
家
賃
で
提
供

す
る
こ
と
。
②
家
賃
補
助
制
度
を
拡
充
す
る

こ
と
。
③
高
齢
等
を
理
由
に
、
入
居
を
拒
否

し
な
い
よ
う
賃
貸
人
や
仲
介
業
者
な
ど
関
係

者
に
働
き
か
け
る
こ
と
、
の
三
つ
を
緊
急
提

案
し
ま
し
た
。

区
が
そ
の
気
に
な
れ
ば
、
す
ぐ
で
き
る
こ

と
ば
か
り
で
す
。
区
の
貯
金
は
六
四
〇
億
円

（
〇
八
年
度
末
）。
財
源
も
心
配
あ
り
ま
せ
ん
。

実
現
に
む
け
て
、
み
な
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

九段中等教育学校

求求求求とととと公公公公約約約約実実実実現現現現にににに力力力力ををををつつつつくくくくししししままままししししたたたた　　　　
（２）～２月

完成間近の富士見未来館



「
構
造
改
革
」
で
す
。
人
件
費
の
削
減
を
最

大
目
的
に
、
事
業
の
民
間
ま
か
せ
を
す
す

め
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
二
つ
の
弊
害
を
ひ
き
お
こ
し
て

第
一
は

い
ま
す
。
ひ
と
つ
は
、
低
賃
金
の
た
め
民
間
職
員
が
働
き
続

け
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
。
い
ま
ひ
と
つ
は
、
職
員
採

用
の
ス
ト
ッ
プ
で
、
区
職
員
の
年
齢
構
成
が
中
高
年
に
偏
っ

て
し
ま
っ
た
こ
と
で
す
。「
職
員
の
士
気
や
事
務
執
行
へ
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
る
」（
〇
八
年
度
決
算
審
査
意
見
書
）
状

況
で
す
。

「
都
市
再
生
」
で
す
。
千
代
田
区
の
地
球
温

暖
化
対
策
の
要
は
区
全
体
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出

量
の
四
分
の
三
以
上
を
占
め
る
業
務
部
門
の
排
出
量
を
抑
え

る
こ
と
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
区
は
、
超
高
層
ビ
ル
推
進
の

「
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
る
な
ど
、
温
暖
化
対
策
に
逆
行
し

て
い
ま
す
。

区
政
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
み
な

さ
ん
の
声
を
ま
と
め
、
十
二
月
二
十
二
日
に
「
二

〇
一
〇
年
度
予
算
要
望
書
」（
一
一
二
項
目
）
を
石

川
雅
己
区
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

（「
予
算
要
望
書
」
の
う
ち
い
く
つ
か
を
紹
介
し
ま

す
）

●
福
祉
・
く
ら
し

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
廃
止
す
る
よ
う
国
に

求
め
る
こ
と
。

・
介
護
保
険
料
・
利
用
料
の
減
免
の
拡
充
を
お
こ

な
う
こ
と
。

●
子
育
て
応
援

・
国
に
認
可
保
育
所
の
最
低
基
準
緩
和
の
撤
回
を

求
め
る
こ
と
。

・
区
有
地
を
利
用
し
て
公
立
保
育
園
の
整
備
を
早

期
に
お
こ
な
い
、
待
機
児
ゼ
ロ
を
実
現
す
る
こ
と
。

●
ま
ち
づ
く
り
・
営
業

・
区
民
住
宅
の
供
給
を
お
こ
な
う
こ
と
。

・
地
下
鉄
神
保
町
駅
、
麹
町
駅
、
半
蔵
門
駅
な
ど

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
。

●
憲
法
と
教
育
、
そ
の
他

・
区
立
図
書
館
の
蔵
書
数

を
増
や
す
こ
と
。

・
不
当
な
口
利
き
を
防
止

す
る
た
め
に
議
員
に
よ
る

は
た
ら
き
か
け
の
記
録
や

公
表
制
度
の
整
備
。

二
〇
一
〇
年
度
の
予
算
要
望
書
を

提
出
し
ま
し
た

第4回定例会 区区区区民民民民のののの声声声声ををををととととどどどどけけけけ、、、、要要要要求求求求
2010年1（３）

「 まちみらい千代田」の職員採用にあた
っての議員の口利き疑惑。人事への口利きは
その組織の運営をゆがめ、活力をそぐことに
つながります。党区議団は「口利き防止条例」
の制定を求めました。引き続き、疑惑の真相
の究明と再発防止に力をつくします。

全国的に保育所の待機児が増え

るなか、厚生労働省は、「待機児

対策」と称して、一定の保育所面

積の国最低基準（乳幼児の成長と

安全のために設けてきた基準）を

なくし、自治体まかせにしようと

しています。

これに対し、区民からは「国最

低基準撤廃反対の意見書提出を求

める陳情」が提出されました。党

区議団は、「子どもを詰め込むの

でなく、保育所増設で待機児解消

をはかれ」と強調。区長の公約で

ある「希望する保育所に入れるよ

うにする」には「認可保育所の増

設が必要」と繰り返し提案してき

ました。

こうした中、区は「次世代育成

支援後期行動計画」（2010～15年

度）に認可保育所を一園増設する

ことを盛り込みました。

こんにち、区の待機児は約20名

です。党区議団は、区の空き施設

の活用などで、緊急に待機児対策

をとるように求めました。

第
二
は

認可保育園の増設計画実現　　　 〇
八
年
度
決
算

第
四
回
定
例
会
で
認
定
さ
れ
た
二
〇
〇
八
年
度
決
算
。
し
　

か
し
区
民
の
目
線
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
、
区
政
の
形
を
ゆ

が
め
る
大
き
な
問
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

緊急整備も待ったなし

保育への要望を聞く飯島区議

まちみらい千代田


